
地域社会全体で飲酒運転を
①しない ②させない ③許さない 環境づくり

飲酒運転の
根絶

絶対ダメ！！

・「乗り合わせ」
・公共交通機関
 の利用

・代行業者の利用
・公共交通機関の
  利用

・送迎車の利用

【チェック1】 家庭では
二日酔いの確認

家庭

飲食店職場
【チェック2】 職場では
飲酒後の帰宅手段の確認

【チェック3】 飲食店では
ハンドルキーパーの確認
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「乗り合わせ」・「スリーチェック」キャンペーン図

DreamPower実行委員会／NPO法人ぎふ長良川走ろう会／（一社）岐阜県
道路交通安全施設業協会／中濃消防組合交通安全青年部会／FOROURS／
岐阜県民共済生活協同組合／（一社）岐阜県自動車会議所／全国共済農業協
同組合連合会岐阜県本部／川島昌計／田中英次／その他匿名5名
※この他、（一社）岐阜県自家用自動車協会様から交通安全啓発物品のご寄附を頂いております。

ご寄附いただきました皆様、誠にありがとうございました。
（平成30年度中：順不同、敬称略）

　岐阜県では、皆様からの善意のご寄附をもとに、毎
年５月５日のこどもの日を基準に、県内にお住まい
の交通遺児の方々に対して激励金を支給しています。
　趣旨に賛同いただき、ご寄附をくださる方は、

岐阜県環境生活部県民生活課
（TEL 058-272-8205）までご連絡ください。

～交通遺児激励金へのご寄附のお願い～

・飲酒運転による交通死亡事故は、ここ数年増加傾向にあります。
・飲酒運転は、何の落ち度もない人の人生を破壊してしまう悪質な犯罪です。
・社会全体で、飲酒運転を『しない』『させない』『許さない』環境をつくりましょう。

飲酒運転の根絶4

お酒を飲んだら運転しない（しない）
運転する人にはお酒を飲ませない（させない）
お酒を飲んだ人には運転させない（許さない）

約束1
約束2
約束3

推進項目 1 飲酒運転をなくすための３つの約束の実践

推進項目 2 社会全体で飲酒運転を許さない
環境づくりの推進

（一財）岐阜県交通安全協会　第8回こあんちゃん交通安全クイズ
正解者の中から抽選で200名様に、1,000円分の図書カードNEXTをプレゼント！

事例問題です。横断歩道を横断しようとしている歩行者がいます。
そこで問題…自動車の運転者の行動として、正しいのはどれでしょうか？第1問
①…減速して通過した　②…危険を知らせるためクラクションを鳴らした　③…手前で停止して歩行者を横断させた

応募資格　岐阜県内にお住まいの方
応募方法　郵便はがきに、クイズの答え・郵便番号・住所・氏

名・年齢・職業・電話番号を明記の上、右記宛先ま
でご応募ください。当選の発表は発送をもって代え
させていただきます。

シートベルトやチャイルドシートの着用は、法律で義務付けられています。
そこで問題…次のうち法律で義務付けられているもので間違っているのは、どれでしょうか？第2問
①…全席着用　②…後部座席の着用までは義務とされていない　③…６歳未満のチャイルドシート使用
飲酒運転を根絶するためには「３つの約束」を実践することが大切です。
そこで問題…「３つの約束」のうち間違いはどれでしょうか？第3問
①…しない　②…させない　③…気にしない

宛　　先　〒500-8384　岐阜市薮田南5-14-12　　　　　　
一般財団法人 岐阜県交通安全協会「交通安全クイズ係」

締　　切　令和元年７月20日（土）＊当日消印有効
※ご応募を通じて収集した個人情報は、抽選等当クイズ業務以外の目的に
　は使用いたしません。

飲酒運転による交通死亡事故の推移（Ｈ21～Ｈ30）

死者数 人身事故件数
※岐阜県警察資料

岐阜県警察データ

岐阜県交通安全対策協議会 岐阜県環境生活部県民生活課   交通安全・コミュニティ係   TEL：058-272-8205 (直通)

令和
元年 夏の交通安全県民運動

子供と高齢者の交通事故防止
横断歩道における歩行者最優先の徹底
全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
飲酒運転の根絶
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令和元年 夏の交通安全県民運動実施要綱の要旨

　夏本番を迎え、海や山では本格的なレジャーシーズンの到来となります。
この時期は、

　毎年８月は子供の事故が多発する傾向にあります。
　高齢者は、年末をピークに、年間を通じて子供の2.5
倍前後となる多くの交通事故の被害にあっています。

が予想されます。
　このような夏特有の情勢を踏まえて、地域ぐるみで運動の重点に取り組むことで、
県民一人ひとりが交通安全意識を高めて交通事故の防止を図ることを目的とします。

●1
　

●2
　

●3
　

●4

行楽のために自動車を運転する機会が増えるほか、暑さやレジャーの疲れから注意力が散漫になった運転者
による交通事故の発生
夏休みを迎え屋外で遊ぶ子供たちや、日照時間が長くなり散歩などで外出する高齢者も増え、子供や高齢者
が交通事故に巻き込まれる危険性が高まること
行楽などのため家族・友人等複数人が一車両に乗車することで、交通事故が発生した場合、一度に沢山の方
が被害に遭う危険性が高いこと
夏特有の解放感や各種の祭礼などで飲酒の機会が増え、飲酒運転による交通事故の発生

１ 目的

2 運動の重点に関する推進項目
子供と高齢者の交通事故防止1

横断歩道横断中の交通事故が 約2倍増!!
　平成30年中の交通死亡事故で、道路横断中における歩行者の死者は22人で、
特に横断歩道横断中の死者は9人と前年（5人）と比べ、約2倍に増加しました。

横断歩道における歩行者最優先の徹底2

　シートベルトとチャイルドシートは、突然やってくる交通事故から、あなたや同乗者の命を守ってくれます。
　夏の行楽期、高速乗合バスや貸切バス等に乗車する際も、全席シートベルト着用を徹底しましょう。

全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底3

・自転車及び歩行環境シミュレータ、シートベルトコンビンサーを活用した交通安全教室等に参加しましょう。
・自転車安全利用五則を実践し、被害者はもちろん、加害者（特に自転車）にならないようにしましょう。
・家庭や学校・職場で、『交通事故は身近で起きるもの』『自分の身は自分で守る』とした安全意識を高めましょう。

推進項目 1 参加・体験・実践型交通安全教育の推進

　「◇（通称：ダイヤマーク）」は前方に横断歩道があることを知らせる道路標示です。横断歩道を横断しようとしている歩
行者や横断中の歩行者がいる場合は、その横断歩道の手前で一時停止して歩行者の横断を妨げてはなりません。

推進項目 1 「横断歩道における歩行者最優先」の交通ルール遵守の徹底

＊非着用者のうち、8割強（13人）の方がシートベルトを着
用していれば命を落とすことはなかったと思われます。平成30年中の交通死亡事故に

おけるシートベルトの非着用率は40％！
推進項目 シートベルト等非着用の危険性及び着用の必要性・効果の周知

・道路を横断する時は、付近の横断歩道などを利用し、横断中でも必ず安全確認をしましょう。
・歩行者は、交通ルールの遵守と交通マナーを実践し、自ら安全な行動をとりましょう。

推進項目 2 歩行者に対する交通安全意識の向上を図るための効果的な交通安全教育等の推進

・子供や高齢者に『愛のひと声』をかけるなど、地域ぐるみで子供と
高齢者を交通事故から守りましょう。
・運転者は子供や高齢者を見かけたら速度を落とすなど『思いやり
運転』を推進しましょう。
・７０歳以上の運転者は、高齢運転者標識（高齢者マーク）を表示
（表示努力義務）し、その他の運転者は表示している自動車の保護
に努めましょう。

推進項目 2 保護・誘導活動の推進

非着用の
危険性

●車内で全身を強打する可能性
●車外に放り出される可能性
●前席の人が被害を受ける可能性

（前席同乗者への加害）
運転者

岐阜県
98.5％ 99.5％
94.2％
51.2％

全　国
98.8％
95.9％
38.0％

一般道
岐阜県

98.6％
64.2％

全　国
99.6％
98.5％
74.2％

高速道等

助手席同乗者
後部座席同乗者

シートベルト着用率（平成30年：警察庁・JAF調べ）

主なチャイルドシートの種類…抱っこでは子供の命は守れません

83.7％
全　国 66.2％
岐阜県

チャイルドシート着用率
（平成30年：警察庁・JAF調べ） チャイルドシート着用推進

シンボルマーク
愛称：カチャピョン

画像：コンビ株式会社協力

新生児対応タイプ
体重：18kg以下
年齢：新生児～４歳頃

体重：9～36kg以下
年齢：1～11歳頃

体重：15～36kg以下
年齢：3～11歳頃

ハイバック付き→

チャイルド＆ジュニアシート ジュニアシート

ベルトがねじれて
いないか確認する

背もたれは
倒しすぎない

シートに深く
腰掛ける

肩ベルトは肩の中心
から胸の前に通す

バックルの金具を
確実に差し込む

腰ベルトは骨盤を巻く
ようにしっかり締める

正しい着用方法

自転車シミュレータ 歩行環境シミュレータ シートベルトコンビンサー
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道路横断中歩行者の死者数 うち横断歩道横断中

高齢運転者標識

子供と高齢者の死傷者数の推移（H26～H30） ※岐阜県警察資料
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飲酒運転の
根絶

絶対ダメ！！

・「乗り合わせ」
・公共交通機関
 の利用

・代行業者の利用
・公共交通機関の
  利用

・送迎車の利用

【チェック1】 家庭では
二日酔いの確認

家庭

飲食店職場
【チェック2】 職場では
飲酒後の帰宅手段の確認

【チェック3】 飲食店では
ハンドルキーパーの確認
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「乗り合わせ」・「スリーチェック」キャンペーン図

DreamPower実行委員会／NPO法人ぎふ長良川走ろう会／（一社）岐阜県
道路交通安全施設業協会／中濃消防組合交通安全青年部会／FOROURS／
岐阜県民共済生活協同組合／（一社）岐阜県自動車会議所／全国共済農業協
同組合連合会岐阜県本部／川島昌計／田中英次／その他匿名5名
※この他、（一社）岐阜県自家用自動車協会様から交通安全啓発物品のご寄附を頂いております。

ご寄附いただきました皆様、誠にありがとうございました。
（平成30年度中：順不同、敬称略）

　岐阜県では、皆様からの善意のご寄附をもとに、毎
年５月５日のこどもの日を基準に、県内にお住まい
の交通遺児の方々に対して激励金を支給しています。
　趣旨に賛同いただき、ご寄附をくださる方は、

岐阜県環境生活部県民生活課
（TEL 058-272-8205）までご連絡ください。

～交通遺児激励金へのご寄附のお願い～

・飲酒運転による交通死亡事故は、ここ数年増加傾向にあります。
・飲酒運転は、何の落ち度もない人の人生を破壊してしまう悪質な犯罪です。
・社会全体で、飲酒運転を『しない』『させない』『許さない』環境をつくりましょう。

飲酒運転の根絶4

お酒を飲んだら運転しない（しない）
運転する人にはお酒を飲ませない（させない）
お酒を飲んだ人には運転させない（許さない）

約束1
約束2
約束3

推進項目 1 飲酒運転をなくすための３つの約束の実践

推進項目 2 社会全体で飲酒運転を許さない
環境づくりの推進

（一財）岐阜県交通安全協会　第8回こあんちゃん交通安全クイズ
正解者の中から抽選で200名様に、1,000円分の図書カードNEXTをプレゼント！

事例問題です。横断歩道を横断しようとしている歩行者がいます。
そこで問題…自動車の運転者の行動として、正しいのはどれでしょうか？第1問
①…減速して通過した　②…危険を知らせるためクラクションを鳴らした　③…手前で停止して歩行者を横断させた

応募資格　岐阜県内にお住まいの方
応募方法　郵便はがきに、クイズの答え・郵便番号・住所・氏

名・年齢・職業・電話番号を明記の上、右記宛先ま
でご応募ください。当選の発表は発送をもって代え
させていただきます。

シートベルトやチャイルドシートの着用は、法律で義務付けられています。
そこで問題…次のうち法律で義務付けられているもので間違っているのは、どれでしょうか？第2問
①…全席着用　②…後部座席の着用までは義務とされていない　③…６歳未満のチャイルドシート使用
飲酒運転を根絶するためには「３つの約束」を実践することが大切です。
そこで問題…「３つの約束」のうち間違いはどれでしょうか？第3問
①…しない　②…させない　③…気にしない

宛　　先　〒500-8384　岐阜市薮田南5-14-12　　　　　　
一般財団法人 岐阜県交通安全協会「交通安全クイズ係」

締　　切　令和元年７月20日（土）＊当日消印有効
※ご応募を通じて収集した個人情報は、抽選等当クイズ業務以外の目的に
　は使用いたしません。

飲酒運転による交通死亡事故の推移（Ｈ21～Ｈ30）

死者数 人身事故件数
※岐阜県警察資料

岐阜県警察データ

岐阜県交通安全対策協議会 岐阜県環境生活部県民生活課   交通安全・コミュニティ係   TEL：058-272-8205 (直通)

令和
元年 夏の交通安全県民運動

子供と高齢者の交通事故防止
横断歩道における歩行者最優先の徹底
全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
飲酒運転の根絶

●
●
●
●

運動の
重点

平成30年度　ＪＡ共済小・中学生交通安全ポスターコンクール　岐阜県教育委員会賞　飛騨市立古川中学校 ２年生（受賞当時）　山口莉央さんの作品

事務局

実
施
期
間

7
月
11
日
●木 

〜
7
月
20
日
●土 

ゆ
ず
り
あ
う
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の
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通
事
故
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止
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